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論文内容の要旨

オーステナイト結晶粒度は鋼の機械的性質，熱処理特性を支配する重要な要因である。また結

品粒の微細化は鋼の強靭化法として将来さらに活用さるべき有効な方法と考えられる。 しかし

て，オーステナイト結晶粒度は鋼の溶解から加工，熱処理にいたるすべての治金工程に影響され

て複雑な変化を示すものであり，その理解の不十分から，オーステナイト結晶粒度の調整には現

在なお多くの困難がある。本研究はオーステナイト結晶粒度に関して明らかにさるべき基本的問

題として，オーステナイト結晶粒の微細化，異常成長，前熱処理および加熱速度の影響などの諸

問題をとらえ，これらを機構的に明らかにすることによりオーステナイト結晶粒度に関する諸現

象の統一的理解と粒度調整法の進歩に資することを目的としたものである。

論文は序につづく 4 章および全体の総括からなっている。第 1 章ではオーステナイト結品粒度

におよぼす前熱処理の影響をしらべ，オーステナイト結晶粒度とその成長挙動が前熱処理により

種々変化することを明らかにすることにより， 古くからあるオーステナイト結晶粒度の“先天

性"なる概念の誤りを指摘し， また乙の影響においては， AIN などの細粒化に寄与する微細析

出粒子の析出状態の相異が支配的要因として作用することを明らかにした。第 2 章では，細粒鋼

におけるオーステナイト結晶粒の微細化および異常成長阻止作用を明らかにすることを目的とし

て， Nb 含有鋼について， ニオピウム炭室化物の析出量析出形態と結晶粒度および成長挙動の関

係をしらべ，結晶粒の微細化は比較的低温で析出する Nb (CN) , AIN などの微細析出粒子によ

るオーステナイト初期粒度の成長抑制作用によることを明らかにした。また，異常成長の生起条

件を詳細にしらべ，異常成長阻止に効果的な析出粒子の量，形態を明らかにした。第 3 章では，

第 1 ， 2 章の実験事実の統一的理解を目的として，分散粒子存在下の結品粒成長挙動を一般論と

して理論的に考察し，結品粒の成長を平均の大きさ以下の小粒の収縮，消滅と大粒の優先成長の
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統一過程としてとらえる乙とにより，種々の条件における結晶粒成長挙動が統一的に理解される

乙とを明らかにした。第 4 章では α→T 変態によるオーステナイト初期粒度の形成に関する問題

として，オーステナイト初期粒度におよぼす加熱速度の影響をしらべ，加熱速度の影響は， α→T

変態機構の変態前の組織に対する依存性に起因して，変態前の組織に強く支配されることを明ら

か lこし 7こ。

最後にこれらの研究の成果を総括した。

論文の審査結果の要旨

本論文は，鋼の製造，熱処理において，きわめて重要な問題でありながら，従来その解明が不

十分な細粒鋼におけるオーステナイト結品粒の微細化，粗大化阻止作用を機構的にしらベ，細粒

鋼における結晶粒の微細化は AIN， Nb (CN) などの微細析出粒子による，オーステナイト初期

結品粒の成長抑制作用によること，また，結品粒の微細化および異常成長阻止に効果的な析出粒

子の析出条件を明らかにしている。さらにまた，鋼の熱処理においてしばしば問題となる，オー

ステナイト結晶粒度におよぽす前熱処浬，加熱速度の影響をしらベ，これらの影響を析出粒子の

析出挙動， α→T 変態挙動から明らかにしている。

以上の結果は鋼の製造， 熱処理におけるオーステナイト結晶粒度調整の基礎となるものであ

り，細粒強靭鋼の開発にも役立つものである。したがって本論文は博士論文として価値あるもの

と認める。
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